
１
／
15
号
の
ぶ
ら
り
散
策
の
答
え
＝
石
碑
の
裏
側
の
地
面
と
の
境

に
あ
る
大
き
な
く
ぼ
み
の
形
は
「
１　

半
円
」。

南区制60周年記念
南区・向日市相互交流事業

み
な
み
の

広
場

み
な
み
の

広
場

2/20（土）午後0時～

登
記
事
項
証
明
書
を

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
す
る
と
お
得
で
す
！

杉
本
彩
さ
ん
を
招
い
て

動
物
愛
護
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催

杉本彩さんに
よる講演会

ちびっこエコひろばを開催

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登

記
事
項
証
明
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
請
求
す
る
と
、
通
常
１
通
600
円

の
手
数
料
が
、
郵
送（
郵
送
料
無
料
）

で
の
受
領
の
場
合
は
500
円
（
100
円

お
得
）、
窓
口
で
の
受
領
の
場
合
は

480
円（
120
円
お
得
）
に
な
り
ま
す
。

　

手
数
料
の
支
払
い
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

な
ど
で
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

便
利
で
お
得
な
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
京
都
地
方
法
務
局

（
☎
231
・
０
１
３
１
）
登記・供託オンライン申請システム

文

文

南図書館

ヒスロム
作業場

元山王小八条通

京都駅

九条通

元陶化小

烏
丸
通

地
下
鉄
九
条
駅

河
原
町
通

竹
田
街
道

24

世界一安心安全・おもてなしのまち南区を目指して

　

10
年
後
の
自
分
や
家
族
な
ど
大
切
な
人
に
宛
て
て
、

思
い
を
込
め
た
手
紙
を
出
し
ま
せ
ん
か
？

　
封
書
又
は
は
が
き
に
、
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
、
ご
本

人
の
氏
名
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
入
し
、
郵
便
切
手
を

貼
付
の
上
、
地
域
力
推
進
室
窓
口
（
区
役
所
１
階
）
ま
で
。

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681
・
３
４
１
７
）

南
区
制
60
周
年
記
念「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

～
10
年
後
の
あ
な
た
へ
～
　
手
紙
を
募
集
中
で
す
！

「南区民文化芸能フェスティバル」・
「南区民文化展」を開催！

　南区文化協議会では区民の皆さんに芸術文化を身近に感じてもら

えるよう、年間を通じ、様々な発表の場や文化教室を開催しています。

　今回、平成27年度の集大成となる発表会を盛大に開催します。出演・

出展者の熱意が込められた多彩なステージや作品をぜひご覧ください。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当は請求

の翌月分から支給されます。さかのぼっての

支給はされませんので、対象の方はお早めに

手続きをお願いします。

児童扶養手当
支�給対象　①又は②に該当する児童を育て
ている父母、又は父母に代わり児童を養育

している方（平成10年４月１日以前に要件

に該当した母及び養育者は対象外）

①�父母の離婚等により父又は母と生計を共

にしていない児童

②父又は母に一定の障害がある児童

支�給期間　児童が18歳到達後最初の3月31日
まで（中程度以上の障害がある場合は

20歳未満）

問＝支援課（☎681-3281）

特別児童扶養手当
支�給対象　中程度以上の知的・精神・身体障
害のある児童を家庭で育てている父母、又

は父母に代わりその児童を養育している方

支給期間　児童が20歳未満の間
問＝支援課（☎681-3282）
※�所得が一定以上ある場合や、児童が施設

等に入所の場合は支給されません。

日時　２月28日（日）
　午後０時30分～４時30分

場�所　龍谷大学響都ホール
校友会館（東九条西山王町

京都アバンティ９階。入場

無料）

出�演　日本舞踊、コーラス、
楽器演奏、ダンスなど

19団体

ゲ�スト　九条弘道小学校　
難聴学級（龍神太鼓）

南区民文化芸能フェスティバル 南区民文化展

日時　３月11日（金）～17日（木）
　�午前９時30分～午後４時30分

（17日は午後３時30分まで）

場�所　区役所ホール（ヘルス
ピア21。入場無料）

出�展　絵画、書道、写真、
手工芸など

問＝いずれも地域力推進室
（☎681-3417）

平
成
27
年
中
の
火
災
発
生
状
況

市
内
、区
内
共
に
火
災
件
数
が
減
少

　

平
成
27
年
中
の
火
災
件
数
は
、

市
内
は
232
件
（
前
年
比
４
件
減
）、

区
内
は
23
件
（
同
３
件
減
）
と
、

共
に
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
死

者
の
発
生
も
減
少
し
、
市
内
は

６
名
（
同
11
名
減
）、
区
内
は
０
名

（
同
２
名
減
）
と
な
っ
て
お
り
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
で

素
早
い
避
難
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

原
因
別
で
は「
放
火
」、「
た
ば
こ
」

が
上
位
に
あ
り
、
前
年
と
比
べ
、
市

内
、
区
内
共
に「
放
火
」
は
減
少
、

「
た
ば
こ
」
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
家
庭
や
地
域
で
火

災
予
防
に
取
り
組
み
、
大
切
な
命

や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
＝
南
消
防
署

（
☎
681
・
０
７
１
１
）

南消防署
だより

　

南
保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に

つ
い
て
審
議
す
る
協
議
会
の
市
民

委
員
を
募
集
し
ま
す
（
会
議
は
公

開
さ
れ
ま
す
）。

応
募
条
件　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

①
区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

②�

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や

常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

③�

平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④�

本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
に

　

２
つ
以
上
就
任
し
て
い
な
い
方

募
集
人
数　

２
名

任
期　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

30
年
３
月
31
日
の
２
年
間

応
募
方
法　

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で

配
布
の
応
募
用
紙
（
南
区
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

又
は
FAX
で
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

（
２
月
29
日
（
月
）
必
着
。
〒
601
・

８
４
４
１
南
区
西
九
条
南
田
町

１
‐
２
、
FAX�

691
・
１
３
９
７
）

※
選
考
有
。
仕
事
内
容
や
報
酬
等
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
５
４
０
）

�

各
日
１
階
席
５
組

10
名
様
、
２
階
席
15
組
30
名
様
を

ご
招
待
！

対
象　

区
内
在
住
の
方

申
込　

往
復
は
が
き
又
は
京
都

ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

（
往
復
は
が
き
の
場
合
）

　

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
観
戦
希
望
日
、
席
種

（
1
階
・
２
階
）
を
、
返
信
用
表
面
に

郵
便
番
号
、
送
付
先
住
所
、
氏
名

を
記
入
の
上
、
〒
601
・
８
０
４
６

南
区
東
九
条
西
山
町
８「
京
都
ハ
ン
ナ

リ
ー
ズ
南
区
民
デ
ー
招
待
係
」
ま
で

締
切　

３
月
15
日
（
火
）
消
印
有

効
（
多
数
抽
選
）

�

２
階
自
由
席�

一
般

１
千
円（
通
常
２
千
300
円
）、小
中
学
生

700
円（
通
常
１
千
500
円
）で
ご
優
待
！

入
場
方
法　

区
内
在
住
、
通
勤
、

通
学
を
証
明
で
き
る
も
の
又
は
本
紙

を
当
日
券
売
り
場
で
提
示
の
上
、

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

問
・
申
＝
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

（
☎
050
・
５
５
３
３
・
５
５
８
８
）

　市では、市民生活の一層の安心安全の実

現と2020年の東京オリンピック等の開催を

見据えた観光旅行者等の安心安全を目指し

た、「世界一安心安全・おもてなしのまち京都

市民ぐるみ推進運動」をオール京都で進め

るため、各区で推進体制を確立するととも

に運動プログラムを策定しています。

　南区においては、自治連合会、市政協力委員連絡協議会などの地域団体や南区

役所、南警察署などの行政機関が連携して南区推進協議会を設置し、12月22日に

開催された第１回会議では、北川南区自治連合会会長が同会の会長として、「皆さ

んと力を合わせて、官民一体で取り組んでいきたい」と決意を述べられました。

～区民、事業者、行政が力を合わせてさらに推進！～

＜運動の３つの方向性と具体的な取組＞
　　なみ力で守る（地域活動による犯罪の予防）
　　南区一斉清掃、子どもの安全パトロール、放火防止の活動など

　　�くそう犯罪（子どもや女性、高齢者の安心安全、学生や観光旅行者の
安心安全の確保）

　　�子どもへの声掛け活動、女性の安全への区民意識の啓発と広報、高齢者

の見守り活動、観光客向けチラシ・安全ニュースの発信など

　　える安心（地域の身近な環境整備による犯罪の防止）
　　防犯カメラやセンサーライトの設置、道路照明等の照度アップなど

問＝地域力推進室（☎681-3417）

南区推進協議会

平成27年中の火災件数（かっこは前年比）

み

な

み

南区版運動プログラムの概要
＜目指すべきまちの姿＞
　「“地域力（みなみ力）”で、誰もが安心安全に、
　笑顔で楽しく暮らし、観光できる、やさしさ
　あふれるおもてなしのまち　南区」

＜運動を推進するための役割＞
　 区　民 ��自らの安全確保に努め、地域の安全に

関する活動に取り組む。

　 事業者 ��事業活動において、地域での犯罪防止
措置を講じる。

　行政（区役所、消防署、土木事務所など）・警察
　�啓発活動や情報提供などの安全対策を推進する。また、安全確保に関する

市民活動を支援し、安全な地域づくりのための環境整備を行う。

本プログラムは南区役所で
配架のほか、区役所ホーム
ページで掲載しています！

取組期間：
平成27～32年度

総数 原因の第１～３位

市
　
内

232
（－４）

①放火
39

（－19）

②たばこ
35

（＋８）

③こんろ
15

（＋６）

区
　
内

23
（－３）

①たばこ
４
(＋３)

②放火
２
(－５)

②コード
２
(＋２)

区民の芸術文化の成果をご覧ください！

昨年の様子昨年の様子

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

京
都
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

「
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
」を
応
援
し
よ
う
！

４
／
16
（
土
）
18
時
～

４
／
17
（
日
）
14
時
～�

VS�

高
松
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ

南区民デー
特別企画

運
営
協
議
会
委
員

を
募
集

南
保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
は
市
政
協
力
委
員
の
改
選
時
期
で
す

新
年
度
に
向
け
て
各
担
当
区
域
で

選
出
を
お
願
い
し
ま
す

　南区循環型社会推進会議では、子どもの頃

から環境問題に慣れ親しむきっかけづくりを

主な目的に、向日市との相互交流事業として、

「ちびっこエコひろば」を開催します。

　当日は不用品を減らすエコ活動として、使

わなくなった“おもちゃ”を持ち寄って交換す

る「かえっこバザール」やエコに関するお楽し

みブースなど親子で楽し

める多彩な催しを実施。多くの方々

のご参加をお待ちしています。

日時　２月20日（土）午後０時～３時
場所　イオンモール京都桂川３階
　　　�イオンホールＡ・Ｂ（南区久世

高田町）

※�お越しの際は公共交通機関をご利用ください。

内容　かえっこバザール
　　　�エコに関するお楽しみブース（向日市、南エコまち

ステーション、交通局九条営業所、上下水道局南部

営業所、株式会社堀場製作所）

◆�持ってくるおもちゃは３つまでにしてください（カードゲーム、ゲームソフト
は対象外）。また、おもちゃを持って帰る袋を準備してください。
◆�おもちゃを持参されない場合でも、会場でのお手伝いなどで、おもちゃを持っ
て帰ることができます。

問＝地域力推進室（☎681-3417）

会場で素敵な
“おもちゃ”を
見つけてね！

今年はイオンモール京都桂川で開催するよ！

ナンナン（南区
広報キャラクター）

南区制60周年記念合同祝賀会 昨年の様子

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の請求はお早めに

特
別
企
画
１

　

１
月
15
日
、
子
育
て
世
代
や

高
齢
世
代
を
対
象
に
し
た
地
域

交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
ビ
ハ
ー
ラ
十
条
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
40
名
の
参
加
の

下
、
国
内
外
の
製
菓
の
大
会
で

多
く
の
実
績
を
持
つ
菓
子
職
人

の
的
場
勇
志
さ
ん
が
招
か
れ
、

飴
細
工
作
り
を
実
演
。
水
と
砂

糖
を
材
料
に
170
度
ま
で
熱
し
た

飴
を
使
い
、
白
く
つ
や
の
あ
る

大
き
な
花
、
青
や
透
明
に
透
き

通
る
曲
線
を
描
い
た
支
柱
な
ど

「
地
域
か
ら
の
孤
立
化
を

防
ぐ
活
動
」

菓
子
職
人
を
招
い
た
地
域
交
流

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
主
催
：
下
京
西
部
医
師
会
】

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
美
し
い

彫
刻
の
よ
う
な
飴
細
工
を
披
露

さ
れ
、
参
加
者
の
方
々
は
あ
ま

り
の
出
来
栄
え
に
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
交
流
が
大
い
に
進
め
ら
れ
、

地
域
の
絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

南
区
で
活
動
す
る
芸
術
家
な

ど
の
手
で
創
ら
れ
た
絵
画
等
の

現
代
美
術
の
作
品
を
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

展
覧
会
の
開
催
初
日
と
最
終

日
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
合
わ
せ
て

実
施
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）、

18
日
（
金
）
～
21
日
（
月
・
休
）、

25
日
（
金
）
～
27
日
（
日
）
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
０
時
～
７
時

場
所　

ヒ
ス
ロ
ム
作
業
場

　
　
　

（
東
九
条
南
山
王
町
）

費
用　

無
料
（
申
込
不
要
）

【
イ
ベ
ン
ト
】

◇
み
ん
な
も
ち
ま
く�
展
覧
会
開
き

３
月
12
日
（
土
）
午
後
０
時
～

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
つ
き
た

て
の
餅
を
振
る
舞
い
ま
す
。

◇
み
ん
な
お
つ
か
れ
ー

３
月
27
日
（
日
）
午
後
０
時
～

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
お
つ
か

れ
カ
レ
ー
を
振
る
舞
い
ま
す
。

問
＝
カ
フ
ェ
密
柑

（
☎
080
・
３
８
２
４
・
０
４
１
８
）

「
み
か
ん
マ
ル
シ
ェ
」

南
区
の
芸
術
家
な
ど
の
作
品
を

展
示
す
る
展
覧
会「
み
ん
な

み
に
い
く�

み・な・み・く
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
す

【
主
催
：
カ
フ
ェ
密
柑
】

地域交流セミナー

　

12
月
18
日
、
南
区
人
権
文
化

推
進
会
議
に
よ
る
講
演
会
が
、

龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
校
友
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
人
と
動
物
が
共
に
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
公
益
財
団
法
人

動
物
環
境
・
福
祉
協
会
Ｅ
ｖ
ａ
の

理
事
長
を
務
め
、
京
都
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
名
誉
セ
ン
タ
ー
長
で
も

あ
る
、
女
優
の
杉
す
ぎ

本も
と

彩あ
や

さ
ん
が

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
猫
が

身
近
に
い
た
こ
と
で
、
動
物
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
、
芸
能
界
入
り
し
た

20
代
当
時
、
捨
て
猫
の
里
親
探
し

を
き
っ
か
け
に
、
動
物
愛
護
活
動

を
開
始
。
そ
の
後
、
全
国
各
地

で
講
演
や
、「
ま
ち
ね
こ
活
動
」、

「
ア
ニ
マ
ル
ポ
リ
ス
」
設
置
の
啓
発
、

動
物
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
団
体

「
Ｅ
ｖ
ａ
」
の
設
立
な
ど
、
幅
広
い

活
動
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、「
動
物
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
か
は
、
私
た
ち
人
間
の

行
動
と
心
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
熱

い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
間
の
都
合
に
よ
り
全

国
で
年
間
約
12
万
８
千
頭
も
の
犬

や
猫
が
殺
処
分
さ
れ
、
動
物
の
商

品
化
も
行
わ
れ
て
い
る
悲
し
い
現

状
は
、
厳
し
い
規
制
の
設
置
や
一
人

ひ
と
り
が
動
物
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
で
、
改
善
に
つ
な
が
る
」
と

力
強
く
呼
び
掛
け
ら
れ
、
約
300
名

の
来
場
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

南区制60周年記念　

市
政
協
力
委
員
は
市
民
の
皆
様
と

市
政
の
つ
な
ぎ
手
と
し
て
、
市
民

し
ん
ぶ
ん
や
選
挙
公
報
の
配
布
、

市
政
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、地
域

の
意
見
・
要
望
の
取
次
ぎ
な
ど
、

市
政
・
区
政
の
推
進
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

１
月
14
日
、
南
区
各
種
団
体

連
絡
協
議
会
に
よ
る
南
区
制
60
周
年

記
念
合
同
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
南
区
制
60
周
年

と
南
区
体
育
振
興
会
連
合
会
、

南
消
防
団
の
創
立
60
周
年
を
祝
う
と

と
も
に
、
各
種
団
体
、
関
係
議
員
、

行
政
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
、
南

区
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
開
催
。
当
日
は
各
学
区
の
団

体
関
係
者
の
ほ
か
、
門
川
市
長
や

京
都
府
の
志
田
総
務
部
長
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
、
市
会
・
府
議

会
議
員
等
の
方
々
が
列
席
し
、

千
名
を
超
え
る
参
加
者
で
溢
れ
ん

ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
祇
園
甲
部
の
手
打
ち

の
披
露
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
冒
頭
、

主
催
者
で
あ
る
同
協
議
会
の
北
川

龍
彦
代
表
が
「
60
周
年
を
新
た
な

契
機
に
、
南
区
の
将
来
に
向
け
て

皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
方
々
か

ら
は
「
南
区
の
一
層
の
発
展
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」

と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
受
賞
披
露
で

は
、
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
炭
谷

憲
三
様
、
市
・
教
育
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
九
条
弘
道
小
学
校
と

久
世
中
学
校
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

九
条
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
花
束
や
記

念
品
を
贈
呈
。
こ
の
ほ
か
、
地
域

貢
献
に
多
大
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ

た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
に

は
、
京
都
市
長
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鏡
開
き
や
久
世
六
斎

念
仏
保
存
会
に
よ
る
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
六
斎
念
仏
の
披
露
も
あ

り
、
華
や
か
な
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

人
と
人
が
つ
な
が
り
、
支
え

合
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分

た
ち
で
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会・町
内
会
へ
の
加
入
や

地
域
活
動
へ
の
ご
参
加
を
！

　

日
頃
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

見
守
り
、
災
害
時

に
お
け
る
助
け
合

い
な
ど
に
は
、
自

治
会
・
町
内
会
を

中
心
と
し
た
ご
近

所
同
士
の
支
え
合

い
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
絆
を
し
っ
か
り
と
築
い

て
い
く
た
め
、
自
治
会
・
町
内
会

へ
の
加
入
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

特
別
企
画
2

会
場
　
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ（
京
都
市
体
育
館
）

南
区
制
60
周
年
記
念
合
同
祝
賀
会
を
開
催
！
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